
独立行政法人医薬品医療機器総合機構職員の業務の従事制限に関する実施細則の改正（案）について 
１．現行の規定 

＜ＰＭＤＡ職員に採用＞            ＜採用２年後＞             ＜採用５年後＞ 
出身企業における従事業務 
（ＰＭＤＡ採用前５年間） 

ＰＭＤＡにおける従事業務 

① 研究・開発部門 出身企業に直接関連する審査業務 ×  
 
 
 
 
 
 

制限無し 

それ以外の審査業務（生物統計）※ 
＜当初から＞ 

 
制限無し 

それ以外の審査業務（生物統計以外）※ 
＜平成１９年１０月から＞ 

② 市販後調査・安全対策部門 出身企業に直接関連する安全対策業務 × 

それ以外の安全対策業務 ※ 
＜平成１９年１０月から＞ 

制限無し 

③ 製造・品質管理部門 出身企業に直接関連する品質管理業務 × 

それ以外の品質管理業務（ＧＭＰ調査）※ 
＜当初から＞ 

 
制限無し 

それ以外の品質管理業務(ＧＭＰ調査以外) ※ 
＜平成１９年１０月から＞ 

④ ①～③以外の部門 制限無し 
※次の条件下で従事可能となっている。ただし、附則による１年間の時限措置であり、平成２３年３月までの採用者に適用される。 
 ○管理的職務には従事しない。 
 ○他の職員と共にその業務を担当する。 
 ○運営評議会に当該職員の所属部等を報告する。 
 
２．今回の改正案は、上記１のうち、附則による措置（※）について期限を設けず、採用時期を問わずに適用できるようするものである。 
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